
 

（様式第３号） 
平 成 ２ ６ 年 度 調 査 研 究 中 間 報 告 書 

調査研 究 
課 題 

二枚貝が保有する下痢症ウイルスの把握と疫学解析 

計画期 間 平成２６年度～３０年度 ５年間 

調査研 究 
計 画 

・二枚貝が保有するノロウイルス以外の下痢症ウイルスのリアルタイムＰＣ

Ｒ検査法を確立し，大洗や鹿島灘産の岩牡蠣等が保有する下痢症ウイルスの

実態を把握する。 

・二枚貝が保有する下痢症ウイルスの遺伝子解析を行い，食中毒の原因ウイ

ルスとの関連を解析する。 

・二枚貝における下痢症ウイルスの実用的（迅速性，正確性，簡便性等）検

査法を検討する。 

進歩状 況 

・二枚貝（岩牡蠣，ハマグリ，ホッキ貝）におけるノロウイルス，サポウイ

ルス，アストロウイルス，Ａ群・Ｃ群ロタウイルス，アデノウイルス，エン

テロウイルスの下痢症ウイルスのリアルタイムＰＣＲ検査法を確立した。 

・平成 26 年度は，当所予定していた大洗や鹿島灘産の岩牡蠣，ハマグリ，ホ

ッキ貝に加え，広島県産及び宮城県産の真牡蠣，那珂川河口付近の岩牡蠣計

299 検体の下痢症ウイルスの検査を実施した。 

これま で 
の成果 の 
概 要 

・6月～12 月に採取した大洗や鹿島灘産の岩牡蠣，ハマグリ，ホッキ貝（226

検体）から，ノロウイルスＧ２が 2件検出された。 

・12 月にスーパーで購入した広島県産及び宮城県産の真牡蠣（13検体）から

ノロウイルスＧ２が 1件，サポウイルスが２件検出された。 

・8 月～3 月に那珂川の河口付近に停留した岩牡蠣（60 検体）のうち冬季に

サンプリングした岩牡蠣からノロウイルスＧ１が 9件，Ｇ２が 26件，サポウ

イルスが 10件，アストロウイルスが 10 件，アデノウイルスが 5件検出され

た。 

今 後 の 
計画・課題 
対応方 法 

・茨城県産の二枚貝が保有する下痢症ウイルスの実態を把握することにより，

食品衛生の確保等に寄与する。 

・二枚貝が保有している下痢症ウイルスと県内で発生した食中毒や感染性胃

腸炎の原因ウイルスのデータを蓄積し解析することにより，感染リスクや発

症リスクを明らかにすることができる。 
※ 研究成果等の資料があれば添付すること。 
 



（様式第 11 号） 

中 間 評 価 結 果 報 告 書 

平成２７年 ９月１６日  

 

 調査研究課題 二枚貝が保有する下痢症ウイルスの把握と疫学解析 

 

評価項目 評 価 意 見 備 考 

①必要性 

   
 

 

4, 5, 4, 5, 5, 5, 4 

 

平均評価点：4.6 

外部委員 

・社会情勢，ニーズともにますます必

要性は増加しており，計画見直しは不

必要と思われる。 

・県内の食中毒や感染症との関係解明

や予防への必要性がある。 

 

 

 

 

②進捗状況 

 

 

 

4, 5, 4, 5, 5, 3, 4 

 

 平均評価点：4.3 

 

外部委員 

・計画に沿って研究が進んでいる。ま

た，予算内の実績で（-20万円程度）

研究が進められた。計画通りの結果を

得ている。 

・二枚貝が保有する下痢症ウイルスの

リアルタイムPCR検査法が確立された

ことは多いに評価できる。 

・下痢症ウイルスの検査条件を検討し

て実試料に適用できた点は予定通り

に成果がでている。 

内部委員 

・今後のコスト削減に期待する。 

 

 

 

 

③計画の妥当

性 

 

 

 

3, 5, 4, 5, 5, 5, 4 

 

 平均評価点：4.4 

 

外部委員 

・26年度に予定以外にも他県のサンプ

ルについても検査ができ，下痢症ウイ

ルスのリアルタイムPCR検査法を確立

したので，計画は妥当である。 

・那珂川河口付近に岩牡蠣を係留する

とウイルスの検出頻度が増加するが，

その原因を早急に明らかにしてほし

い。公衆衛生上も重大な問題が含まれ

ている。 

・実態把握とデータ蓄積は大切である

が，汚染のメカニズム検討を是非進め

て欲しい。 

 

 

 

 

④目標の達成

及び活用可能

性 

3, 5, 4, 5, 5, 4, 4 

  

 平均評価点：4.3 

外部委員 

・このように着実な考え方をもとに実

績成果を得ているので，目的は達成し

 

 

 



 

 

 

 

，有効活用が期待される。 

・上述のように，本研究により公衆衛

生上重要な問題が含まれていること

が明らかにされた。今後の研究成果を

期待したい。 

・最終的に予防や注意情報発信につな

がると期待できる。 

内部委員 

・より分かりやすい県民への還元を期

待する。 

 

⑤総合評価 

 

 

 

4, 5, 4, 5, 5, 4, 4 

 

 平均評価点：4.4 

 

外部委員 

・那珂川に係留した岩牡蠣でのウイル

スの検出の原因究明を希望する。 

・岩牡蠣を、河口で係留することによ

り，下痢症ウイルスの検出頻度が増加

することを明らかにした点は、大いに

評価できる。 

・食の安全を確保するために大切なテ

ーマで推進してほしい。 

内部委員 

・水中ウイルス量，ウイルス株との関

連に大変興味があり，先行研究を含め

教えて頂ければ幸いです。 

 

 

 

 

⑥継続実施の 
評価 

A：実施相当 

B：計画を見直 

実施相当 

C：実施不可 
相当 

A：7人 

B： 

C： 

 

評価の理由や助言等 

（評価「B」の場合は見直しを要

する事項） 

最終評価 

A    B   C 

評価点 １：不良  ２：やや不良  ３：普通  ４：やや良好  ５：良好 

 


